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軟Ｘ線および重粒子線照射による惑星間における核酸塩基の安定性の評価
Studies on stabillity of nucleic acid bases by irradiation with soft X-rays and heavy ions
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アミノ酸や核酸塩基類等の生体関連物質は、隕石中で発見されており、宇宙環境下で合成され隕石等によって地球上
にもたらされ、生命の起源となった可能性がある。星間塵や隕石中に含まれる核酸塩基は、宇宙環境で宇宙線等により
変性を受ける可能性が考えられる。本研究では、加速器を用い軟 X 線及び重粒子線に対する核酸塩基の安定性及びその
変性を評価した。
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